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小野塚東部方面総監初度視察

隊内巡視（女性自衛官隊舎）

隊内巡視（北訓練場）

第１施設団及び古河駐屯地業務隊に対する総監訓示

巡 閲

幹部挨拶

隊内巡視（１号庁舎）

二
月
二
十
六
日
、
第
一
施
設
団
及
び
古
河
駐
屯
地
業
務
隊
は
、
小
野
塚
東
部
方
面
総
監

の
初
度
視
察
を
受
察
し
た
。

冷
え
込
ん
だ
こ
の
日
、
体
育
館
で
の
出
迎
え
か
ら
始
ま
り
、
儀
仗
、
幹
部
挨
拶
、
両
部

隊
の
状
況
報
告
、
一
号
庁
舎
前
で
の
記
念
撮
影
と
続
い
た
。

隊
内
巡
視
で
は
、
１
号
庁
舎
屋
上
に
お
い
て
地
点
指
示
を
実
施
し
た
後
、
庁
舎
内
の
執

務
状
況
、
医
務
室
の
状
況
を
受
察
、
駐
屯
地
内
の
状
況
確
認
と
し
て
第
三
○
一
ダ
ン
プ
車

両
中
隊
が
駐
屯
地
の
環
境
整
備
の
一
環
と
し
て
実
施
し
て
い
る
東
側
外
柵
沿
い
遊
歩
道

（
関
連
・
三
面
第
三
○
一
ダ
ン
プ
車
両
中
隊
記
事
）
及
び
北
訓
練
場
を
始
め
、
関
東
補
給

処
古
河
支
処
整
備
工
場
、
女
性
自
衛
官
隊
舎
、
第
一
○
二
施
設
直
接
支
援
大
隊
整
備
工
場

等
を
受
察
し
た
。

視
察
の
最
後
と
な
っ
た
訓
示
の
中
で
総
監
は
、
統
率
方
針
で
あ
る
「
強
靭
な
東
部
方
面

隊
の
創
造
」
を
具
現
す
る
た
め
「
構
え
」
、
「
信
頼
」
の
二
点
を
要
望
す
る
と
述
べ
た
。

ま
た
、
期
待
す
る
事
項
と
し
て
、
第
一
施
設
団
に
対
し
て
は
、
東
部
方
面
隊
の
施
設
力
の

要
と
し
て
迅
速
に
対
応
す
る
「
即
応
態
勢
の
堅
持
」
及
び
国
際
貢
献
活
動
等
に
お
け
る
責

任
を
自
覚
し
た
「
施
設
技
術
力
を
発
揮
し
た
任
務
の
完
遂
」
の
二
点
を
、
古
河
駐
屯
地
業

務
隊
に
対
し
て
は
、
各
駐
屯
地
業
務
隊
の
良
い
点
を
取
り
込
ん
だ
「
駐
屯
地
サ
ー
ビ
ス
の

更
な
る
向
上
」
及
び
駐
屯
地
所
在
部
隊
・
隊
員
が
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
す
る

た
め
に
極
め
て
重
要
な
任
務
で
あ
る
と
自
覚
し
「
誇
り
を
持
っ
た
任
務
の
完
遂
」
の
二
点

を
要
望
、
併
せ
て
「
強
靭
な
東
部
方
面
隊
の
創
造
の
た
め
に
、
一
丸
と
な
っ
て
益
々
職
務

に
精
励
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
」
と
両
部
隊
を
鼓
舞
し
た
。

状況報告



（２） 令 和 ２ 年 ４ 月 １ ５ 日

転入部隊長等及び転入者の紹介新配置隊員の紹介

駐
屯
地
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会

副団長 長浦１佐 支処長 山根１佐支処施設部長 金子１佐業務隊長 築山２佐

警務班長 秋山２尉 器材隊長 辻本２佐幹部６名、准曹２０名、事務官等４名

団
付

田
中
２
士

団
付

土
屋
２
士

器
材
隊

近
能
２
士

器
材
隊

鈴
木
２
士

ダ
ン
プ

山
口
曹
長

ダ
ン
プ

塚
本
２
士

ダ
ン
プ

福
島
２
士

高
射

宮
本
２
士

メンタルヘルス教育航空機体験搭乗

第１フライト

東部方面ヘリコプター隊に
よる安全教育

全隊員に対する教育 指揮官等に対する教育

二
月
十
九
日
、
駐
屯
地
営
庭
に
お
い
て
、
自
衛
隊
・
駐

屯
地
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
と
と
も
に
親
近
感

を
醸
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
東
部
方
面
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

隊
の
支
援
を
受
け
、
部
外
者
を
対
象
と
し
た
航
空
機
体
験

搭
乗
を
実
施
し
た
。
今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
を
考
え
、
参
加
者
に
は
全
員
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
も

ら
う
処
置
を
行
っ
た
。
駐
屯
地
か
ら
の
全
体
教
育
の
後
、

東
部
方
面
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
の
実
施
す
る
安
全
教
育
を
受

け
、
準
備
を
整
え
た
参
加
者
約
六
十
名
は
、
晴
天
に
恵
ま

れ
、
二
月
に
し
て
は
暖
か
か
っ
た
こ
の
日
、
Ｕ
Ｈ-

１
二

機
に
分
乗
し
、
十
五
分
間
の
フ
ラ
イ
ト
に
臨
ん
だ
。

参
加
し
た
駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー
か
ら
は
「
景
色
が
素
晴
ら

し
い
」
と
い
っ
た
喜
び
の
声
や
「
古
河
市
は
河
川
に
挟
ま

れ
た
地
域
だ
と
再
認
識
し
た
」
と
い
っ
た
防
災
の
観
点
か

ら
の
声
も
聴
く
こ
と
が
で
き
、
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

三
月
二
日
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
に
関
す
る
理
解
を
深
め
、
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
更
な
る
利
用

促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

部
外
講
師
に
よ
る
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
教
育
を
実
施
し
た
。

公
認
心
理
師
で
駐
屯
地
部
外

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
で
も
あ
る
綾
部

氏
が
講
師
と
な
り
、
「
ス
ト
レ

ス
と
の
上
手
な
付
き
合
い
方
」

に
つ
い
て
指
揮
官
等
と
全
隊
員

に
対
象
を
分
け
実
施
し
た
。

「
や
り
た
い
こ
と
・
や
る
べ

き
こ
と
・
で
き
る
こ
と
」
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
「
受
け
入
れ
よ
、

選
択
せ
よ
、
そ
し
て
行
動
せ

よ
」
と
教
育
し
た
。
最
後
に
、

一
人
で
悩
ま
ず
臨
床
心
理
士
や

部
外
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
相
談
し

て
ほ
し
い
と
締
め
く
く
り
、
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
活
用
も
促
し
た
。

三
月
二
日
、
駐
屯
地
体

育
館
に
お
い
て
、
令
和
元

年
度
駐
屯
地
厚
生
活
動

（
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会
）

を
実
施
し
、
部
隊
等
の
融

和
団
結
及
び
士
気
の
高
揚

を
図
っ
た
。

勤
務
時
間

内
に
お
け
る
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
実
施
を
業
務
隊

厚
生
科
が
方
面
へ
申
請
し
、

課
業
中
で
の
実
施
が
実
現

し
た
今
回
、
各
部
隊
等
を

６
チ
ー
ム
に
編
成
し
、
総

当
た
り
の
予
選
と
、
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
戦
で
の
決
勝
と

い
う
形
で
行
っ
た
。

盛
り
上
が
り
を
見
せ
た

今
大
会
は
、
第
一
位
第
一

○
二
施
設
直
接
支
援
大
隊
、

第
二
位
業
務
諸
隊
、
第
三

位
第
一
○
一
施
設
器
材
隊

と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

三
チ
ー
ム
は
、
翌
日
の
駐

屯
地
朝
礼
に
お
い
て
、
駐

屯
地
司
令
か
ら
賞
状
を
受

賞
し
た
。

３月駐屯地朝礼 決 勝

高
射

越
智
２
士

基
通

栗
原
１
士

基
通

中
川
１
士

基
通

柳
１
士



古河駐屯地業務隊

（３） 令 和 ２ 年 ４ 月 １ ５ 日

関東補給処古河支処

第１０２施設直接支援大隊

整備実習

一
月
六
日
か
ら
三

月
十
八
日
ま
で
の
間

、
陸
士
特
技
課
程
「

施
設
機
械
整
備
」
を

実
施
し
た
。

こ
の
教
育
は
、
東

部
方
面
管
内
の
施
設

整
備
に
携
わ
る
陸
士

に
対
し
、
三
モ
ス
を

付
与
す
る
た
め
に
実

施
す
る
も
の
で
、
大

隊
内
だ
け
で
な
く
、

旅
団
管
内
、
古
河
支

処
等
か
ら
も
被
教
育

者
が
集
ま
っ
た
。

教
官
一
名
、
助
教

五
名
で
実
施
し
た
本

教
育
で
は
、
被
教
育

者
十
五
名
に
対
し
、

ジ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン

及
び
施
設
器
材
の
整

備
に
関
す
る
知
識
を

付
与
す
る
と
と
も
に

実
習
を
行
い
、
技
術

の
向
上
を
図
っ
た
。

一
月
二
十
八
日
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
競
技
会
を
実
施

し
た
。

本
競
技
会
に
は
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
を
装
備
し
て
い

る
保
管
分
類
課
、
技
術
課
及
び
各
工
場
の
自
衛
官
・
事

務
官
・
技
官
計
二
十
九
名
が
参
加
し
、
個
人
及
び
団
体

戦
で
操
縦
能
力
を
競
い
合
っ
た
。
各
人
は
日
頃
の
業
務

で
の
操
縦
技
術
を
発
揮
し
、
結
果
は
保
管
分
類
課
が
総

合
で
一
位
と
な
り
、
工
作
工
場
・
技
術
課
の
混
合
チ
ー

ム
が
二
位
と
な
っ
た
。

こ
の
際
、
競
技
会
実
施
前
に
安
全
教
育
を
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
の
向
上
に

併
せ
て
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
が
出
来
た
。

二
月
十
五
日
、
古
河
補

給
処
Ｏ
Ｂ
会
と
の
共
催
に

よ
る
古
河
支
処
創
立
二
十

二
周
年
記
念
行
事
を
実
施

し
た
。

本
行
事
は
、
古
河
補
給

処
Ｏ
Ｂ
会
員
と
の
親
睦
及

び
関
係
企
業
等
か
ら
の
よ

り
一
層
の
理
解
と
協
力
の

獲
得
を
目
的
に
、
歴
代
古

河
支
処
長
を
始
め
、
Ｏ
Ｂ

各
位
・
各
部
隊
長
・
関
連

企
業
等
、
多
数
の
来
賓
を

招
待
し
て
実
施
し
た
。

祝
賀
会
食
中
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
格
闘

部
隊
指
導
官
等
に
よ
る
格

闘
訓
練
展
示
や
日
々
の
業

務
を
撮
影
し
た
写
真
の
展

示
を
行
い
、
多
く
の
招
待

者
の
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ

た
。ま

た
、
Ｏ
Ｂ
会
懇
親
会

に
も
多
く
の
招
待
者
が
参

加
し
、
親
睦
・
交
流
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
、
記
念

行
事
は
成
功
裡
に
終
了
し

た
。

祝
賀
会
食

格
闘
訓
練
を
展
示
し
た
隊
員

重量物運搬競技

長尺物運搬競技

一
月
二
十
七
日
、
駐
屯
地
内

に
お
い
て
油
が
流
出
し
た
と
の

想
定
で
、
不
測
事
態
対
処
訓
練

を
実
施
し
、
油
流
出
時
の
対
処

要
領
に
つ
い
て
、
そ
の
能
力
向

上
を
図
っ
た
。

こ
の
際
、
併
せ
て
駐
屯
地
各

部
隊
等
に
対
し
油
流
出
時
の
対

処
要
領
の
教
育
及
び
現
地
に
お

け
る
適
切
な
対
処
要
領
に
つ
い

て
普
及
・
徹
底
し
た
。

不測事態対処訓練（油流出）

祝賀会食

二
月
八
日
、
業
務
隊

の
Ｏ
Ｂ
会
で
あ
る
刀
水

会
の
参
加
を
得
て
、
創

隊
六
十
五
周
年
記
念
行

事
を
実
施
し
た
。

総
会
の
支
援
に
引
き

続
き
、
二
十
三
名
の
業

務
隊
Ｏ
Ｂ
と
の
祝
賀
会

食
を
実
施
し
、
創
隊
を

祝
う
と
と
も
に
、
懇
親

を
深
め
た
。

離任 第３１代 業務隊長
１等陸佐 熊倉弘典

着任 第３２代 業務隊長
２等陸佐 築山幸治

三
月
十
三
日
、
第
三
十

一
代
業
務
隊
長
熊
倉
一
佐

の
離
任
式
を
執
り
行
っ
た
。

熊
倉
一
佐
は
「
支
援
任
務

の
完
遂(

す
べ
て
は
隊
員
・

部
隊
の
た
め
に)

」
を
統
率

方
針
に
、
「
一
セ
ン
チ
で

も
、
一
歩
で
も
高
み
を
目

指
せ
」
「
使
命
と
誇
り
を

持
て
」
を
要
望
事
項
に
掲

げ
、
有
事
即
応
態
勢
の
保

持
、
駐
屯
地
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
貢
献
し
た
。

ま
た
、
三
月
十
六
日
、

第
三
十
二
代
業
務
隊
長
に

築
山
二
佐
が
着
任
し
た
。

築
山
二
佐
は
「
支
援
任

務
を
完
遂
し
頼
り
が
い
が

あ
る
業
務
隊
の
育
成
」
を

統
率
方
針
に
「
各
種
業
務

の
プ
ロ
と
し
て
の
行
動
」

「
明
る
く
前
向
き
に
」
を

要
望
事
項
と
し
て
、
任
務

完
遂
に
邁
進
す
る
と
訓
示

し
た
。

格
闘
練
成

二
月
十
六
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
の
間
、
座
間
駐

屯
地
に
お
い
て
、
大
隊
格
闘
集
合
訓
練
を
実
施
し
た
。

教
官
一
名
、
助
教
二
名
で
実
施
し
た
本
訓
練
で
は
、

各
中
隊
の
格
闘
訓
練
基
幹
要
員
十
二
名
に
対
し
格
闘

練
度
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
後
方
支
援
隊
格
闘

練
成
集
合
訓
練
へ
の
参
加
に
必
要
な
技
術
を
習
得
さ

せ
た
。
併
せ
て
、
三
名
が
準
特
級
を
修
得
し
た
。

開始式



（４） 令 和 ２ 年 ４ 月 １ ５ 日

第３０１ダンプ車両中隊第３３７高射中隊

第３２０基地通信中隊古河派遣隊 第３４１会計隊

第１０１施設器材隊

二
月
二
十
五
日
か
ら
二

十
七
日
ま
で
の
間
、
第
３

回
大
隊
訓
練
へ
参
加
し
た
。

今
年
度
最
後
の
訓
練
と

な
る
今
回
は
、
特
に
気
合

を
入
れ
て
の
参
加
と
な
っ

た
。訓

練
で
は
回
線
構
成
の

状
況
が
付
与
さ
れ
た
が
、

日
頃
か
ら
の
練
成
成
果
を

発
揮
し
、
無
事
に
構
成
を

完
了
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

た
。
来
年
度
の
検
閲
に
向

け
各
人
に
と
っ
て
実
り
の

多
い
訓
練
と
な
っ
た
。

そ
し
て
今
回
大
き
な
戦

力
と
な
っ
た
新
配
置
隊
員

３
人
を
紹
介
す
る
。

右
の
写
真
、
コ
ス
プ
レ

好
き
な
栗
原
士
長
（
中

央
）
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
ま
で

食
べ
る
柳
１
士
（
左
）
酢

を
直
で
飲
む
人
間
中
川
１

士
（
右
）
だ
。

彼
ら
新
配
置
隊
員
の
今
後

の
活
動
、
活
躍
に
期
待
し

た
い
。

回線を構成

古河派遣隊の新戦力

齋藤士長

２
月
１
日
か
ら
２
日
の
間
、
朝
霞
駐
屯
地
に
お
い
て

会
計
実
務
競
技
会
が
実
施
さ
れ
た
。

初
日
の
午
前
中
は
、
初
・
中
・
上
級
に
分
か
れ
会
計

業
務
の
試
験
を
、
午
後
は
持
続
走
競
技
会
個
人
走
を
、

２
日
目
は
、
各
会
計
隊
か
ら
選
抜
さ
れ
た
チ
ー
ム
で
断

郊
走
を
実
施
し
、
皆
ぞ
れ
ぞ
れ
の
力
を
出
し
切
っ
た
。

中
で
も
齋
藤
士
長
が
女
性
自
衛
官
個
人
走
の
部
で
見

事
優
勝
。
ま
た
、
霞
ヶ
浦
派
遣
隊
の
灰
野
３
曹
も
３
位

入
賞
と
、
隊
の
成
果
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

給
与
班
長

冨
嶋
２
尉
（
東
方
会
計
隊
本
部
へ
）

契
約
係
長

佐
藤
１
曹
（
第
４
０
６
会
計
隊
へ
）

会
計
係
長

石
川
３
曹
（
東
方
会
計
隊
本
部
へ
）

・

・

・

・

・

契
約
係
長

長
田
３
曹
（
滝
ケ
原
会
計
隊
か
ら
）

経
費
係
長

石
原
３
曹
（
北
富
士
派
遣
隊
か
ら
）

給
与
係

寺
本
士
長
（
３
３
７
高
射
中
隊
か
ら
）

灰野３曹

【転入者】 【転出者】

三
月
、
第
二
高
射
特
科

群
持
続
走
及
び
銃
剣
道
競

技
会
に
参
加
し
た
。

持
続
走
は
第
四
位
、
銃

剣
道
は
第
三
位
に
入
賞
す

る
成
果
で
あ
っ
た
。

限
ら
れ
た
期
間
で
は

あ
っ
た
が
、
集
中
し
て
練

成
し
た
成
果
が
発
揮
さ
れ

た
。
次
年
度
は
上
位
入
賞

を
勝
ち
取
る
こ
と
が
出
来

る
よ
う
、
若
年
隊
員
の
育

成
を
更
に
強
化
し
て
い
く
。

第
二
高
射
特
科
群
は
、

二
月
二
十
四
日
か
ら
三
月

一
日
ま
で
の
間
、
令
和
元

年
度
方
面
隊
検
閲
を
受
閲

し
、
中
隊
は
同
検
閲
に
参

加
し
た
。

本
検
閲
で
は
、
航
空
自

衛
隊
入
間
基
地
に
展
開
し
、

第
一
施
設
団
の
支
援
を
受

け
、
積
上
げ
式
掩
体
を
構

築
す
る
等
築
城
を
強
化
し
、

与
え
ら
れ
た
首
都
防
空
の

対
空
援
護
任
務
を
完
遂
し

た
。

積上げ式掩体の構築

第３位に入賞 遊歩道整備状況

二
月
三
日
か
ら
三
月
二
十

七
日
ま
で
の
間
、
中
隊
長
以

下
十
六
名
が
古
河
駐
屯
地
構

内
整
備
支
援
を
実
施
し
、
駐

屯
地
環
境
整
備
の
一
環
と
し

て
一
般
開
放
時
等
に
休
憩
場

所
と
し
て
活
用
す
る
た
め
、

約
二
百
ｍ
の
遊
歩
道
を
東
側

外
柵
沿
い
に
構
築
し
た
。

本
整
備
支
援
を
通
じ
、
測

量
能
力
、
施
設
機
械
操
作
能

力
、
施
設
基
礎
作
業
能
力
を

向
上
さ
せ
た
。

二
月
十
六
日
か
ら
二
十
二

日
ま
で
の
間
、
中
隊
長
以
下

二
十
四
名
が
令
和
元
年
度
団

集
中
訓
練
に
参
加
し
、
木

材
・
鋼
材
の
爆
破
及
び
幹
部

候
補
生
に
対
す
る
爆
破
訓
練

を
担
任
、
併
せ
て
団
各
部
隊

に
対
し
爆
破
要
領
の
展
示
説

明
等
を
実
施
し
た
。
ま
た
、

団
各
部
隊
が
担
任
す
る
課
目

の
研
修
で
は
、
爆
破
訓
練
実

施
に
必
要
な
知
識
・
技
能
に

つ
い
て
向
上
さ
せ
た
。

鋼材爆破の研修

隊容検査（部隊装備火器）

ＲＣ基礎部の構築

二
月
三
日
か
ら
七
日
ま
で
の
間
、
特
殊
器
材
中
隊
訓

練
検
閲
を
実
施
し
た
。

当
初
、
古
河
駐
屯
地
に
お
い
て
「
応
急
出
動
準
備
」

の
状
況
及
び
出
動
前
の
隊
容
検
査
に
よ
り
中
隊
の
任
務

に
臨
む
姿
勢
を
、
そ
の
後
、
車
両
行
進
に
よ
り
朝
霞
駐

屯
地
に
進
入
さ
せ
「
集
結
地
の
占
領
」
「
自
衛
警
戒
戦

闘
」
の
一
連
の
行
動
を
確
認
し
た
。

ま
た
、
￢
重
要
施
設
の
防
護
」
及
び
「
Ｒ
Ｃ
基
礎
部

の
構
築
」
の
任
務
を
付
与
す
る
と
、
中
隊
は
、
Ｌ
Ｐ
二

重
構
造
に
よ
る
監
視
用
掩
体
及
び
二
段
二
列
蛇
腹
鉄
条

網
に
よ
る
障
害
を
構
築
し
て
防
護
態
勢
を
確
立
さ
せ
る

と
と
も
に
、
適
切
な
工
程
管
理
・
品
質
管
理
で
Ｒ
Ｃ
基

礎
部
を
構
築
し
、
所
定
の
時
期
ま
で
に
任
務
を
完
遂
し

た
。
こ
の
間
、
至
近
距
離
射
撃
の
練
度
に
つ
い
て
も
評

価
し
、
進
歩
向
上
を
促
し
た
。

三
月
一
六
日
、
辻
本
二
佐
が
、
第
二
十
三
代
第
一
〇

一
施
設
器
材
隊
長
と
し
て
着
任
し
た
。

辻
本
二
佐
は
、
着
任
の
辞
に
お
い
て
統
率
方
針
を

「
任
務
完
遂
」
要
望
事
項
を
「
克
己
・
協
力
」
と
要
望

し
た
。

ま
た
、
引
き
続
き
隊
本
部
幕
僚
に
よ
る
状
況
報
告
を

受
け
る
と
と
も
に
初
度
巡
視
に
お
い
て
、
各
中
（
付
）

隊
等
の
勤
務
場
所
・
各
営
内
居
室
・
倉
庫
等
を
確
認
す

る
と
と
も
に
隊
員
を
激
励
し
、
器
材
隊
の
現
況
を
把
握

し
た
。

着任式

隊内巡視


